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４
．
施
設

５
．
財
政
措
置
な
ど

６
．
備
蓄
、
救
援
物
資

７
．
人
に
関
す
る
こ
と

８
．
関
係
機
関
と
の
連
携

９
．
情
報
の
提
供
と
相
談
窓
口

第
６
章　

国
民
保
護
対
策
本
部
な

ど
、
通
信

市
国
民
保
護
対
策
本
部
の
設
置
、
組

織
、
職
員
の
活
動
体
制
、
通
信

第
７
章　

そ
の
他

住
民
・
自
主
防
災
組
織
・
事
業
所

な
ど
の
協
力
、
普
及
啓
発
、
国
民

保
護
訓
練
、
文
化
財
の
保
護
な
ど

「
倉
吉
市
国
民
保
護
計
画
」
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
次
の
場
所

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
地
区
公
民
館
、
総
務
課
（
本

庁
舎
４
階
）
、
支
所
管
理
課
（
関

金
庁
舎
）
、
倉
吉
市
立
図
書
館

 
 

市
で
は
、
本
計
画
の
実
効
性
を

確
保
し
て
い
く
た
め
、
市
民
へ
の

公
表
、
普
及
啓
発
、
国
民
保
護
訓

練
の
実
施
な
ど
国
民
保
護
体
制
の

整
備
を
進
め
、
本
計
画
に
つ
い
て

も
、
市
域
特
性
を
反
映
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
を
行
っ
て

い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
新
た
な
知
識
や
情
報
の
取

得
、
住
民
の
意
見
、
訓
練
の
教
訓

な
ど
に
よ
り
随
時
見
直
し
、
必
要

な
場
合
は
計
画
を
変
更
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
（
あ
２
２

‐
８
１
６
２
／ 

い
２
２
‐
１
０
８
７
）

平素 武力攻撃事態などが認定されるまでの間の国民保護

措置の準備

事
態
へ
の
対
処

緊急避難 突然に武力攻撃災害が発生し避難が指示されるな

ど、時間的余裕がない避難の場合の措置

避難準備 武力攻撃（予測）事態が認定され、避難措置の指示が

県に伝達されるまでの間の措置

避難 避難措置の指示が県に伝達され、要避難地域の住民

が、避難先地域への移動を完了するまでの措置

避難生活 避難完了から避難の指示が解除されるまでの、住民

が避難している間の措置

復帰 対処措置である応急復旧に一応の目途がつき、避難

先地域から要避難地域への避難住民の復帰が完了す

るまでの措置

避難受入れ 他市町村からの避難住民の受入協議があったときか

ら、避難の指示が解除され、受入避難住民が復帰を

完了するまでの措置

生活再建 避難先地域からの復帰が完了した段階からの措置

表１．段階区分

■
閲
覧
そ
の
他

●
倉
吉
市
保
存
樹
の
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
・
・
②

関
金
の
シ
イ（
倉
吉
市
関
金
町
安
歩
）

　

倉
吉
市
保
存
樹
指
定
番
号
１
０
８

　

（
平
成
18
年
２
月
20
日
指
定
）

　

樹
名

：

ス
ダ
ジ
イ（
樹
齢
四
百
年
）

・
こ
れ
ほ
ど
均
整
の
と
れ
た
、
雄

大
な
ス
ダ
ジ
イ
は
め
ず
ら
し
く
、

近
郷
に
秀
で
た
存
在
で
す
。

・
風
雨
の
日
、
炎
天
下
の
夏
な
ど

い
つ
で
も
村
人
に
安
心
と
や
す
ら

ぎ
を
あ
た
え
、「
安
歩
の
シ
イ
」と
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

・
地
球
温
暖
化
の
た
め
で
し
ょ
う

か
、
オ
オ
バ
ヤ
ド
リ
ギ
の
寄
生
が

気
に
な
り
ま
す
。

（
倉
吉
市
の
緑
を
守
り
育
て
る
審
議

会
会
長　

森
本　

満
喜
夫
）

※
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課（
あ
２
２

－

８
１
５
９
／
い
２
３

－

３
７
０
１
）

岩
倉
の
ス
ダ
ジ
イ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ

                     

（ 

倉
吉
市
岩
倉
）

　

倉
吉
市
保
存
樹
指
定
番
号
１
０
７

　

（
平
成
17
年
２
月
25
日
指
定
）

　

樹
名

：
ス
ダ
ジ
イ
（
樹
齢
三
百
年
）

　
　
　
　

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
（　

〃　

）

・
２
樹
種
と
も
に
、岩
倉
城
山（
２
４
７

ｍ
）山
ろ
く
の
民
家
の
近
く
に
育
つ
老

樹
で
す
。

・
老
樹
を
見
つ
め
る
と
、
に
ぎ
や
か

だ
っ
た
往
時
が
し
の
ば
れ
、霊
が
宿
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

・
ス
ダ
ジ
イ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
と
も

に
ま
ろ
や
か
な
樹
姿
で
幼
樹
期
、
村

人
に
大
切
に
保
護
さ
れ
、
育
っ
て
き

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

打
吹
山
の
説
明
看
板
が　

　
　
　

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
昭
和
61
年
に
「
森

林
浴
の
森
１
０
０
選
」
に
選
ば

れ
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
打
吹
山
に
、
日
ご
ろ
、

山
を
散
策
し
そ
の
魅
力
に
想
い

を
募
ら
せ
る
市
民
の
人
々
が
、

自
分
た
ち
の
手
で
「
打
吹
山
の

説
明
看
板
」
を
作
製
、
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
、「
打
吹
山
の
散

策
の
楽
し
み
方
」、「
打
吹
城
備

前
丸
の
歴
史
」、「
打
吹
山
の
樹

木
説
明
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
、

山
頂
に
つ
な
が
る
遊
歩
道
に
も
、

樹
木
に
名
札
が
設
置
さ
れ
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市

民
の
人
々
に
感
謝
し
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
輪
が
広
が
り
、
打

吹
山
が
ま
す
ま
す
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
素
晴
し
い
山
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
願
う
も
の
で
す
。

（
倉
吉
市
の
緑
を
守
り
育
て
る
審

議
会
会
長　

森
本　

満
喜
夫
）

※
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課

（
あ
２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３

－

３
７
０
１
）

※国民の保護のための措置
　武力攻撃から国民の生命、身体および財産を保護するため、

または武力攻撃が国民および国民経済に影響を及ぼす場合にお

いてその影響が最小となるようにするための措置のことをいい

ます。たとえば、住民の避難、非難住民の救援、武力攻撃災害

への対処に関する措置などのことです。
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 地域資源「淀屋」「里見」シリーズ①
「第５回鳥取県総合芸術文化祭」
「倉吉・ダブルストーリー
～淀屋と八賢士の世界～」

上演決定！
　今年 11 月 11 日（日）に倉吉未来中心大ホールで、

地域文化の掘り起こしを目指し、倉吉の歴史を題材

にした舞台作品の創作、上演が決定しました。

　このダブルストーリーのひとつは、滝沢馬琴の長

編小説「南総里見八犬伝」のモデルと言われ、関金の

地で最期をとげた「里見忠義」とその家臣たちにま

つわる物語。

　もうひとつは、江戸時代初めに大坂の地で繁栄を

極めた豪商が幕府の取り潰しにあった後、倉吉でひ

そかにのれんを繋
つな

いだ「淀屋」の物語。この２つのス

トーリーが美しい音楽との融合で華麗な舞台を繰り

広げる予定です。

　この公演は、今年で５回目の節目を迎える鳥取県

総合芸術文化祭の中心事業です。開催地となる倉吉

市では、この事業を盛り上げるため、さまざまな連

携事業を市民の皆さんと協力して取り組み、また、

全国に発信できる「淀屋」、「里見」の歴史を多くの人

に理解していただく機会にするため、今後定期的に

関連事業の情報を提供していきます。

※問合せ先：市民参画課（あ 22－8159/い 23－3701）

倉吉市議会定例会のお知らせ

　平成19年6 月第4回倉吉市議会定例会が、次の日程で開
催されます。

通し日 月・日 曜 会議区分 時　間 内　　容

1
 ６月
４日

月
本 会 議 午前 10 時

議案の上程

提案理由の説明

法人の経営状況の報告

全 員
協 議 会

法人の経営状況について

質疑

2 ５日 火 本 会 議 午前 10 時 市政に対する一般質問

3 ６日 水 〃 〃 〃

4 ７日 木 〃 〃 〃

5 ８日 金 休 会

6 ９日 土 〃

7 10 日 日 〃

8 11 日 月 本 会 議 午前 10 時
付議事案に対する質疑～

委員会付託

9 12日 火 委 員 会

10 13日 水 〃

11 14日 木 休 会

12 15日 金 本 会 議 午前 10 時
委員長報告
～付議議案の討論・採決

※問合せ先：議会事務局（あ 22―8145）

平成18年度中の各実施機関における公文書および自己に関する個人情報の開示の実施状況

　倉吉市情報公開条例第25条および倉吉市個人情報保護条例第41条に基づき、平成18年度中の各実施機関におけ

る公文書および自己に関する個人情報の開示の実施状況を公表します。

１　公文書の開示請求の処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （件）

処理区分

開示 部分開示 不開示 請求拒否 不存在 合計 不服申立

市　長 １ ４ ０ ０ ０ ５ ０

教育委員会 １ ０ ０ ０ ０ １ ０

監査委員 １ ０ ０ ０ ０ １ ０

合　計 ３ ４ ０ ０ ０ ７ ０

※選挙管理委員会、公平委員会、農業委員会、公営企業管理者および議会に対する請求はありませんでした。

２　公文書の開示請求の請求者の内訳 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）

市内に住所を有

する人

市内に事務所また

は事業所を有する

個人および法人そ

の他の団体

市内に所在する

学校に在学する

人

市内に所在する

事務所または事

業所に勤務する

人

そのほか、実施機

関が行う事務また

は事業に利害関係

を有する人

合計

市　長 ４ ０ ０ ０ １ ５

教育委員会 １ ０ ０ ０ ０ １

監査委員 １ ０ ０ ０ ０ １

合　計 ６ ０ ０ ０ １ ７

※選挙管理委員会、公平委員会、農業委員会、公営企業管理者および議会に対する請求はありませんでした。

３　自己に関する個人情報の開示請求の処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （件）

処理区分

開示 部分開示 不開示 請求拒否 不存在 合計 不服申立

市　長 ４９ ０ ０ ０ ０ ４９ ０

合　計 ４９ ０ ０ ０ ０ ４９ ０

※教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、公営企業管理者および議会に対する請求は

ありませんでした。

※各実施機関に対する個人情報の訂正請求および利用停止請求はありませんでした。
※問合せ先：総務課（あ 22－8162 ／い 22－1087）

区分

区分

区分

実施機関

実施機関

実施機関
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緑
と
暖
か
い
風
に
誘
わ
れ
、
ど
こ

か
に
出
か
け
た
く
な
る
５
月
を
迎
え

た
今
日
こ
の
頃
、
み
な
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

  

今
回
は
一
年
の
中
で
一
番
行
事
が
多

く
、
色
々
な
意
味
を
持
つ
「
韓
国
の

５
月
」に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

  

新
緑
と
陽
気
の
５
月
は
、
韓
国
で
は

「
結
婚
の
月
」
と
呼
ば
れ
、
毎
年
た
く

さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
西
洋
で
は「
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
」

が
幸
福
の
象
徴
と
さ
れ
ま
す
が
、
韓

国
で
は「
５
月
の
新
婦
」
が
一
番
き
れ

い
で
幸
せ
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
私

を
含
め
多
く
の
女
性
は「
５
月
の
新

婦
」に
な
る
の
を
夢
み
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、「
子
供
の
日
」、「
両
親
の
日
」、

「
恩
師
の
日
」
と
特
別
な
日
が
並
ぶ
韓

国
の
５
月
は「
家
庭
の
月
」「
感
謝
の

月
」
と
も
呼
ば
れ
、
家
庭
の
意
味
や

愛
情
、
周
り
の
人
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
改
め
て
考
え
る
月
で
も
あ

り
ま
す
。

　

特
に「
両
親
の
日
」、「
恩
師
の
日
」

に
は
父
母
、
先
生
の
胸
に
赤
い
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
習
慣
が
あ
り

ま
す
。
子
供
の
頃
、
私
の
兄
弟
か
ら

つ
け
て
も
ら
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

４
輪
を
胸
に
つ
け
た
ま
ま
一
日
中
仕

事
を
し
て
い
た
両
親
の
姿
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
。

 
 

感
謝
す
る
こ
と
も
、
お
祝
い
す
る

こ
と
も
多
い
韓
国
の
５
月
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
用
意
す
る
の
も
大
変
で
す
が
、

最
近
は「
両
親
の
日
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
健
康
診
断
や
人
工
関
節
の
手
術
費

用
を
子
供
た
ち
が
負
担
す
る
、
い
わ

ゆ
る「
健
康
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
が
流
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

遠
く
離
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
お

金
が
な
く
て
悩
ん
で
い
る
人
は
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
手
紙
で
心
を
伝
え

て
み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。

愛
と
感
謝
の
５
月

感謝の気持ちを込めて
贈るカーネーション

今月のキーワード
 コ  マップスム   ニ    ダ．    チュ   カ   ハム    ニ    ダ

고맙습니다.축하합니다.

ありがとうございます。

おめでとうございます。

No.13

第６回倉吉天女音楽祭

「倉吉天女音楽祭吹奏楽団」
団員を募集！　 

　MALTA総合プロデュースによる第

６回倉吉天女音楽祭の開催にあたり、

MALTAと共演する団員を募集します。

【第６回倉吉天女音楽祭】

開催日：１０月８日 (月・祝 ) 

会　場：倉吉未来中心 大ホール

■「倉吉天女音楽祭吹奏楽団」

団員募集要項

応募資格

　楽器演奏ができ、団員として活動で

　きる個人（市外の人も可）

練習日：１０月７日を全体の合同練習

　日とし、それ以外は出演予定の地元

　社会人吹奏楽団（打吹音楽倶楽部ブ

　レーメン、中部ハートフルサウンド

　吹奏楽団）のいずれかの楽団の練習

　に参加することとする。(詳細は問

　合せ先まで )

MALTAさんによる指導日

１０月７日を含め計３回（詳細未定）

吹奏楽団指揮者：佐々木道也さん

募集期間

５月１５日 (火 )～６月１５日 (金 )

※申込・問合せ先：倉吉天女音楽祭実

行委員会事務局 (倉吉まちづくり協議

会事務局内　あ 47-1182/い 47-1185）

10/8 第６回倉吉天女音楽祭

【ジャンルを問わないコンテスト】出場者募集！　 
　第６回倉吉天女音楽祭（10月８日開催）の「ジャンルを問わないコンテ

スト」部門の出場者を募集します。

とき・ところ

　一次審査：９月２日 (日 )　14：00～ [倉吉未来中心 リハーサル室（公開）]

　最終審査：１０月８日 (月・祝 )　14：00～ 14：30 [ 倉吉未来中心 大ホール ] 

出場者の応募資格等

　応募資格：ステージでの生演奏であれば、ジャンルを問わず出場可

　　　　　　※同一人の出場は一回のみ可。アマチュアに限る

　曲目数 ：１曲（ただし、演奏時間は６分以内）

　応募方法：応募用紙にテープ、ＣＤ、ＭＤなどの音源を添付し、下記応

　募先に応募のこと。(応募用紙は、倉吉未来中心・トミヤ楽器店・はとや

　楽器・倉吉交流プラザ (市民交流室 )・マッドマウス・大前タイヤに設置 )

　※倉吉まちづくり協議会のホームページからの取得も可

　URL  http://www.apionet.or.jp/machi/

審査方法など

　一次審査を通過した応募者（２～３団体・個人）の中から、最終審査で

　グランプリ・準グランプリの各受賞者を決定。※応募者多数の場合は、テー

　プなどの事前審査により一次審査出場者を決定。(審査員長：MALTAさん)

入賞者の特典

　グランプリ受賞者

　　・倉吉天女音楽祭ステージで、MALTAさんと受賞曲をジョイントする

　　・鳥取オンキヨー㈱から同社の豪華音響製品贈呈ほか

　準グランプリ受賞者：市内企業からの記念品贈呈

出場参加費：５００円

応募期間：５月１５日 (火 )～７月１５日 (日 ) 

※応募先・問合せ先

　〒682-0816 倉吉市駄経寺町187-1

　（倉吉交流プラザ内）

   倉吉天女音楽祭実行委員会事務局

　(倉吉まちづくり協議会事務局内　あ 47-1182/い 47-1185) 月曜休館

昨年のコンテスト授賞式
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伯耆しあわせの郷
　倉吉市小田458　あ 26―5581　い 26―5633 
　利用時間：午前9時～午後8時  　休館日：月曜日

次の教室の受講生を募集します！

教室名
（講師）

日　　時 期間 定員
受講料
（回数）

和布細工教室 
（明里美也子さん）

第２､４金曜日
午後１時～４時

７月～
２月

10 人
7,500円 
（15回）

料理教室
（鳥取県調理師連合会）

第２､４火曜日
午前10時～午後１時

７月～
９月

30 人
3,000円
（６回）

レザークラフト教室 
（西村都紀世さん）

毎週火曜日
午前10時～正午

６月～
９月

10 人
5,000円 
（10回）

ちりめん細工教室

（明里美也子さん）
７月６日（金）
午後１時～４時

10 人
500円
（１回）

男性のための料理教室
（杉本美智子さん）

６月２２日（金）
午前10時～午後１時

15 人
500円
（１回）

＊ ちりめん細工教室では、蓮の花を作ります。
＊ 男性のための料理教室では、豆腐ハンバーグなどを作ります。
申　　込： ５月２２日（火）の午前９時から先着順に受け付け定員に

なりしだい締切
・ 各教室とも、受講料のほかに材料費などが必要です。
・ 託児を希望される人は、教室申込のときにご相談ください。
※申込・問合せ先：伯耆しあわせの郷

倉吉スポーツセンター
　倉吉市葵町591―1　あ 22―5674　い 22―5684
　利用時間：午前8時30分～午後10時  
　休館日：年末年始（12/29～1/3）

フロッカー教室を開催
　氷上で行うカーリングを屋内で手軽に楽
しめるように開発されたフロアカーリング
の決定版
と　き　6月6日､13日､20日､27日の４日間
　　　　午前 9時３０分～11 時３０分
ところ　倉吉スポーツセンター体育館
参加費　無料
講　師　黒田多美子さん（倉吉市体育指導委員）
定　員　２０人
申　込　 ５月２１日（月）の午前９時から先

着順に受け付け、定員になりしだ
い締め切ります。

※申込・問合せ先
倉吉スポーツセンター

倉吉市営温水プール　〒 682－0816　駄経寺町198－2（あ 47－1186 ／い 47－1187）
●営業時間：午前１０時～午後８時（退水時間 午後８時）　●休館日：第１・第３月曜日（祝日の場合は翌日）

教室名 内　容 定員 期間・時間

ストレッチ
筋肉を柔軟にし、代謝ををよくして脂肪の
付きにくい体を作り、たまった疲れを取り
除きます。

10人
６月５日～７月３１日（毎週火曜日） 

１４：３０～１５：１５

ピラティス
骨盤と背骨を整えて体の内側から鍛えてい
き、均整のとれた引き締めエクササイズで
す。

15人

６月５日～７月３１日（毎週火曜日） 
２０：００～２０：４５

６月７日～７月２６日（毎週木曜日） 
１４：３０～１５：１５

ボディエクササイズ
バランスボール・セラバンドなどを使って、
体の気になる部分を音楽に乗り、楽しくシェ
イプアップしていきます。

10人

６月６日～７月２５日（毎週水曜日） 
１４：３０～１５：１５

６月７日～７月２６日（毎週木曜日） 
２０：００～２０：４５

ルーシー・ダットン

自分自身で体のゆがみを直し、バランスを
整えていく健康法です。さまざまなポーズ
をとりながら、心と体を同時に鍛えていき
ます。

15人

６月６日～７月２５日（毎週水曜日） 
２０：００～２０：４５

６月２日～７月２８日（毎週土曜日） 
２０：００～２０：４５

ヨーガ
体・心・意識を連動させ、体を柔軟にし、
心身をリラックスさせていきます。

15人

６月１日～７月２７日（毎週金曜日） 
１４：３０～１５：１５

６月２日～７月２８日（毎週土曜日） 
１９：００～１９：４５

市営温水プールの各種教室（当日申込分）ご案内

※各教室受講料200円が必要になります。
※開始30分前から受け付けしますが、先着順となりますのでご了承ください。




